平成２２年度　足利学校アカデミー受講案内
総合テーマ　～世界遺産～
日　程　と　内　容
	回
	演　　　　　題
	期　　日
	講　　　　師

	１
	スリランカの世界遺産を訪ねて
	6月19日（土）
	史跡足利学校庠主・東京大学名誉教授
（１９３１年生）　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まえだ),前田)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せんがく),專學)　氏
米国ペンシルヴァニア大学大学院東洋学科博士課程修了
専　　門　　インド哲学・仏教学
主な著書　『インド的思考』『インド思想史』
『ブッダを語る』『インド哲学へのいざない』

	２
	江戸時代の
東大寺大仏殿再建物語
	6月20日（日）
	東大寺財務執事
（１９４９年生）　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひらおか),平岡)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょう),昇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅう),修)　氏
大谷大学大学院文学研究科博士後期課程満了
専　　門　　インド哲学・仏教学
主な著書　『サンスクリット・トレーニングⅠ』
　　　　　『サンスクリット・トレーニングⅡ』
　　　　　『サンスクリット・トレーニングⅢ』

	３
	文化遺産としてのイタリア中世大学
―教養観の成立―
	6月26日（土）
	帝京大学理工学部教職課程教授
(１９４９年生)　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こだま),児玉)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よし),善)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひと),仁)　氏　
広島大学大学院教育学研究科博士課程後期修了
専　　門　　西洋教育史・イタリア大学史
主な著書『イタリアの中世大学－その成立と変容』
『ヴェネツィアの放浪教師

　－中世都市と学校の誕生』

	４
	地域のアイデンティティと
文化財について
―世界史の文脈で考える栃木県の文化財―
	6月27日（日）
	上智大学学長
　(１９３７年生)　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いしざわ),石澤)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よしあき),良昭)　氏
上智大学外国語学部卒業
専　　門　　東南アジア史・文化遺産学研究
主な著書　　　『アンコール・ワットへの道』

『アンコール・王たちの物語』

『東南アジア多文明世界の発見』

	５
	夏を詠う詩
	7月3日（土）
	元二松学舎大学学長・（財）斯文会理事長
(１９３２年生)　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いしかわ),石川)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ただ),忠)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひさ),久)　氏　
東京大学文学部中国文学科卒業・同大学院修了
専　　門　　中国文学

主な著書　　『漢魏六朝の詩』『漢詩への誘い』

『漢詩人 大正天皇 その風雅の心』

『漢詩鑑賞事典』

	６
	教育の歴史遺産を考える
―素読の学びと儒学―
	7月4日（日）
	京都大学大学院教育学研究科長・教育学部長
　(１９４９年生)　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つじもと),辻本)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まさし),雅史)　氏
京都大学大学院教育学研究科博士課程修了
専　　門　　教育史・思想史
主な著書　　『｢学び｣の復権』
　　　　　　『教育を｢江戸｣から考える
　　―学び・身体・メディアー』


＊講座時間　午前１０時００分～午後０時３０分
＊会　　場　足利市生涯学習センター　３０２会議室　
《駐車場》　足利市生涯学習センター駐車場（無料）
　　　　　　　http://www.ashikaga-gakushu.jp/syougai-senta/s-senta_jbox.html#annaizu
史跡足利学校・足利市生涯学習センターのご案内
　　交通機関

電　車／東武伊勢崎線　　　足利市駅から徒歩１５分

　　　　　　ＪＲ両毛線　　足利駅から徒歩１０分
　　（足利市生涯学習センターは、史跡足利学校より徒歩約１０分です）

車　／東北自動車道　　佐野藤岡ＩＣから３０分

　　　　北関東自動車道　太田桐生ＩＣから１５分

　　　　　　　関越自動車道　花園ＩＣから８０分
申　込　方　法

○下記の申込書に受講料を添えて、史跡足利学校事務所へお申し込みください。

○平成２２年５月２４日（月）から受け付けます。（定員になり次第、締切ります）

○対象者・定員　　高校生以上　各１００名　　　　

　　○受　講　料　　１回　５００円　
《問合わせ先》　　史跡足利学校事務所　〒326-0813　栃木県足利市昌平町2338

TEL　0284-41-2655　　FAX　0284-41-2082　
足利学校アカデミー申込書　　　平成２２年　　月　　日
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生・一般

	　　　　　〒

住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡　　　　　　　　　　　　　

	


　受講科目に○印をつけてください。

	１回
	２回
	３回
	４回
	５回
	６回

	スリランカの世界遺産を訪ねて
	江戸時代の東大寺大仏殿再建物語
	文化遺産としてのイタリア中世大学
	地域のアイデンティティと文化財について
	夏を詠う詩
	教育の歴史遺産を考える


上記足利学校アカデミーに受講料　　　　　　円　（　　　回分）を添えて申し込みます。
